京都 東山 山頂 に 新 名 所 誕生 


青龍 典 ] | 大 舞台 」 と 「 将 軍 塚 」 の ご 案内 


平成 26 年 10 月 、 京 都 東 山 山 頂 に 大 護摩 堂 「 青 龍 成 ] を 建立 、 落 度 い た し まし た 。 

青龍 有 護 と は 、 奈 良 大 仏殿 の お よそ 横幅 半分 の 木造 大 建築 物 で 、 国 宝 青 不動 を お 祀り する 建物 で す 。 青 
進 院 で は 、 こ の 国宝 青 不動 を 初め て 奥 殿 に 安 紀 し 、 精 密 な 複製 画 を 通じ て お まい りす る こと が 可能 と な 
り ま し た 。 建物 内 で は 、 所 定 日 に 護摩 を 修 し 、 み な さま の 諸 願 成 就 を 祈願 させ て いた だ いて お り ま す 。 
また 、 青 龍 殿 と 合せ て 木造 の 大 舞台 を 新築 し まし た 。 こ れ に より 東山 山頂 より 、 京 都市 内 を 足下 に 見 下 
し 、 大 阪 近郊 まで 一 望 で きる よう に な り ま し た 。 雨 の 日 で も 雲の上 に そびえ ぇ 立つ 天空 の お 堂 と し て 見 応え 
が ご ざい ます 。 圧倒 的 な スケ ー ル と 市 内 一 望 の 大 パノラマ に 、 来 られ た 方 か ら 大 和 歓声 が 上 が り ま す 。 こ の 
大 閣 台 か ら 地 図 を 広げ な が ら 、 実 際 に 京都 の 町 並み を ご 覧 いた だ きま す と 、 和 失 光 場所 や 史跡 、 ホ テル な ど 
の 確認 が 容易 と な り 、 京 都 の 理解 に 大 変 役立ち ます 。 

きら に 、 平 安 遷 都 の 折 、 柏 武 天皇 が 築 か せ た 由 緒 あ る 将軍 塚 が 現存 し 、 見 学 す る こと が 可能 で す 。 
将軍 塚 横 の 庭園 に は 、 紅 葉 、 桜 な ど 美しい 樹木 を は じ め 、 枯 山水 庭園 、 大 隈 重信 、 東 郷 元帥 、 黒 木 大 将 
ら の お 手植え 松 と 顕彰 碑 な ど 、 歴 史 を 介 ぶ に 相応 し い 場所 と も な っ て お り ま す 。 

青 不動 きま に 人 逢 える 、 京 都 の 文化 ・ 心 に 触れ る 、 そ し て 、 歴 史 を 学べ る 地 と し て 、 是 非 、 将 軍 塚 青龍 典 
へ お 越し 下さ い 。 
両 、 青 龍雄 へ は お 車 、 タ クシ ー の 他 、 循 環 バス (交通 アク モス を ご 参照 くだ さい ) を ご 利用 下さ い 。 健 
脚 な 方 は 、 東 山下 レイ ルコ ー ス (山道 ) で も 青 蓮 院 本 院 か ら お よそ 30 分 一 40 分 に て お 越し に な れ ま す 。 


1 . 京都 東山 に 新 名 所 「 青 龍 殿 (せい りゅう で ん )」 誕生 
NN ーー  。" 間 典 は 、 大 正 2 (1913) 年 、 大 正大 皇 の 地位 を 記念 
1 し て 、「 大 日 本 武徳 会 京 者 支部 武徳 典 ] と し て 京都 北野 天満 宮前 
に 建立 され た 価値 ある 木造 大 建造 物 で す 。 
戦後 、 昭 和 22 (1947) 年 、 京 都 府 に 移管 され 、「 平 安 道 場 ] と 
し て 待 察 の 和 柔道 剣道 の 道場 と な り 、 後 に 、 一 般 に も 開放 され 、 多 
く の 青少年 た ちゃ 武道 修行 に 取り 組み まし た 。 
平成 10 (1998) 年 、 京都 府 は 、 平 安 道 場 を 閉鎖 し 、 解体 処分 を 
決定 し 、 そ の 後 、 青 進 院 が 歴史 的 文化 半 産 継承 を 決意 し 、 京 者 
東山 山頂 に 「 青 前 左 ] と し て 移築 再建 し た も の で す 。 移 委 再 建 の 
技術 も ぜひ 見 学 し て くだ さい 。 


2. 京都 市 内 を 一 望 で きる 新 名 所 「 大 舞台 」 の 誕生 


青龍 左 に は 清水 寺 の 郊 台 の 4.6 倍 の 広 さ ( 延 面 積 :1046m) 
の 木造 大 舞台 を 新設 。 眼下 に 京都 市 内 が 一 思 で き 、 西 展望 台 か 
ら は 京都 市 内 の みな ら ず 、 大 阪 の ビル まで 遠望 で きま す 。 

圧倒 的 な スケ ー ル と 市 内 一 望 の 大 パノラマ に 、 来 られ た 方 か 
ら 大 歓声 が 上 が り ま す 。 


3. 国宝 「 青 不動 」 を 青龍 典 奥 殿 に 安置 


教科 書 に も 紹介 され て いる 「 青 不動 明王 二 童 子 像 ] は 、 ご 身 還 度 
体 の 色 が 青 時 (し ょ うこ く ) な こと か ら 通 称 「 青 不動 ] と 呼ば 
れ て いま す 。 平安 時 代 の 中 期 、11 世 紀 頃 の 製作 と され 、 我 が 国 
仏教 絵画 史 の 最高 傑作 の 一 つと し て 、 い ち 早 く 国 宝 に 指定 され まし た 。 縦 2 0 3cm、 横 1 4 9cm の 絹本 礼拝 
画像 で 、 妄 念 や 類 悩 を 焼き 尽く す 不 動 明 王 の 気迫 が 拝 す る 者 を 圧倒 し ます 。 

国宝 本 体 は 自 左 に 安 連 し 、 手 前 に 精 功 に 製作 され た 複製 を お 祀り し 、 皆 様 か ら の お 願い 事 を 毎月 所 定 日 に 
護摩 供 に て 祈願 し て いま す 。 

昨今 2 度 の 一 般 公開 の 折り に は 、 お よそ 55 万 人 も の 皆様 に お まい り い た だ きま し た 。 


京 の 都 は 「 将 軍 塚 (し ょ う ぐ ん づか )」 か ら 始 まり まし た 
この 地 は 、 京 都 の 中 心 四条 通 の 真 上 に 位置 し 、 柱 武 天 皇 が 都 を 定め られ る 折り 、 和 気 清 麻 呂 に 伴わ れ 登ら 
れ て 、 こ の 京都 を 都 と する こと を お 決め に な り 、 将 軍 の 像 に 甲 再 を 着せ 埋め て 、 都 の 安泰 を 祈っ た と 伝え ら 
れ て いま す 。 約 2 0 m 四 方 の 将軍 塚 が 現存 し て いま す 。 


5.「 庭 園 」 は 紅葉 と 桜の 名 所 で す 


展望 台 に 続く 庭園 に は 、 紅 葉 ( 約 220 本 )、 桜 
200 本 )、 源 平 垂れ 桃 、 藤 、 シ ャ ク ナ ゲ 、 サ 0 0 
えら れ 、 特 に 紅葉 、 楼 の 名 所 と な っ て いま す 。 

秋季 と 春 李 に は ライ ト ア ッ プ が 催さ れ 、 庭 園 園内 の 
紅葉 、 あ る い は 桜 と 京都 市 内 の 夜景 と が 一 体 と な っ て 
お 楽し みい た だ け ま す 。 

また 、 青 龍 膝 庭園 は 回 遊 式 庭園 に 枯山水 庭園 を 取り 
込み 、 室 町 時 代 、 す な わ ち 日 本 庭園 が 技術 的 に も 芸術 
的 に も 最も 優れ た 時 代 の 手法 を 用 いて 作 庭 きれ た も の 
で 、 一 見 し て 作 庭 者 の 企図 と する 着想 が 庭 の 隅 々 まで 
あふ れ て いる 野心 作 で す 。 ま た 、 東 屋 か ら の 将軍 塚 、 
西山 の 遠望 は 見 事 な 借景 庭園 の 一 例 で す 。 


青龍 典 の 由緒 


大 正 2 (1913) 年 、 明 治 天 皇 大 可 使 総裁 、 大 正 天皇 即 
。 位 大 礼 使 総裁 の 伏見 宮 貞 愛 親 王 破 下 よ り 令 旨 を 賜り 、 大 
補正 天皇 の 即位 を 記念 し て 、 大 日 本 武徳 会 が 中 心 と な り 、 

京都 府民 か ら 浄 財 を 募り 、「 大 日 本 武徳 会 京都 支部 武徳 
関 と し て 京都 北野 天満 宮前 に 建立 され まし た 。 

武徳 典 は 一 見 純 和 風 に 見 えて 、 屋 根 を 支え る 小屋 組み 
と 建物 を 支え る 基礎 は 外来 の 技術 が 用 いら れ て お り 、「 和 
洋 折 裏 ] と いう 大 正 時 代 建 築 の 特徴 を 示す 木造 大 建造 物 
NN で 、 い ずれ 重要 文化 財 指定 の 可能 性 も 充分 に ある 価値 の 
高い 建物 で す 。 

その 後 、 昭 和 22 (1947) 年 、 京 都 府 に 移管 きれ 、「 平 
安 道 場 ] と し て 警察 の 柔道 剣道 の 道場 と な り ま し た が 、 
平成 10 (1998) 年 、 京 都 府 は 、 雨 漏 り の 手当 が 遅れ 、 修 繕 に 多額 の 維持 管理 費用 が か さむ こと か ら 平 安 道 場 
を 閉鎖 し 、 解 体 処 分 と する こと に し まし た 。 


平成 21 年 、 青 信 院 が 「 青 龍 典 ]」 と し て 京都 東山 山頂 将軍 塚 に 移築 再建 する こと を 決定 し 、 平 成 26 年 10 月 に 
完成 いた し まし た 。 


(青龍 膝 建物 概要 ] 
木造 平屋 建 電 茸 1 棟 。 外 陣 : 延 面積 約 537m 高き 145m 東西 長き 約 26m 南北 長き 約 20m 
内 陣 : 延 面 積 約 138m 新築 東西 長き 約 12.8m 南北 長き 約 114m 


将軍 塚 の 由緒 


国宝 青 不動 明王 


鳥羽 僧正 絵巻 に 、 将 軍 塚 造営 の 絵図 が 残さ れ て いま 


源平 盛 奏 記 に は 、 世 の 中 に 異変 の ある 時 は 、 こ の 塚 
が 鳴動 する と 記さ れ て いま す 。 

近代 で は 、 東 卿 元帥 、 黒 木 大 将 、 大 隈 重信 、 処 池 大 
訪 等 の お 手植え の 松 と 石柱 が あり 、 往 時 の 偉人 達 が 訪 
れ 、 こ こ か ら 京 の 都 を 一 望 し て 日 本 の 将来 に 思い を 馳 


較 せ た こ と が 伸 ば れ る 


| 緒 ある 場所 で す 。 


青 不動 明王 二 章 子 像 は 、 ご 身体 の 色 が 青黒 (し ょ うこ く ) な こと か ら 
通称 「 青 不動 ] と 呼ば れ 、 日 本 三 大 不動 画 の ひと つと し て 有名 で す 。 

製作 時 期 は 平安 時 代 の 中 期 、11 世 紀 に 当たる と され 、 我 が 国 仏教 絵画 
史 の 最高 傑作 の 一 つと し て 、 い ち 早 く 国 宝 に 指定 され まし た 。 大 き さ は 、 
縦 2 0 3cm、 横 1 4 9cm の 大 作 の 絹本 礼拝 画像 で す 。 

この 画像 は 、 絹 本 の 濃 茶褐色 の 地 色 に 、 朱 と 有 丹 で 激しく 燃え 盛り 揺れ 
動く すき まじ い 炎 が 画 か れ 、 そ の 中 央 に 剣 と 絹 索 を 持 し 、 盆 怒 の 相 の 青 
不動 明王 の 意 身 が 厳か に 岩の上 に 座 し て お られ ます 。 妄 念 や 畑 悩 を 焼き 
尽く す 不 動 明王 の 気迫 が 拝 する 者 を 圧倒 し ます 。 

青 進 院 で は 、 宮 中 か ら 下 賜 さ れ た この 尊像 を 寺宝 中 の 寺宝 と し て 、 篤 
く 敬 い 、 尊 団 し て まい り ま し た 。 

国宝 本 体 を 新築 の 奥 殿 に 安置 し 、 手 前 に 精巧 に 製作 され た 複製 を お 祀 
り し 、 皆 様 か ら の お 願い 事 を 毎月 所 定 日 に 護摩 供 に て 祈願 し て いま す 。 


拝観 案内 


人 拝観 時 間 
@ 午 前 9 時 より 午後 5 時 まで (午後 4 時 30 分 受付 終了 ) 
@ 拝観 所 要 時 間 は 、 約 3 0 一 4 0 分 得度 で す 。 


@ 秋季 と 礎 李 に は 日 流 よ り ラ イト アッ プ が 始ま り ま す 。 開催 期間 は 、 お 問い 合わ せく だ さい 。 


人 @ 拝 観 料 


個 人 団体 (3 0 名 以上 ) 
大 。 人 500 円 450 円 
高校 生 400 円 350 円 
中 学生 400 円 300 円 
小学 生 200 円 200 円 


※ 小 学生 の 個人 拝観 は 、 保 護 者 同伴 の 場合 、 無 料 で す 。 


※30 名 以上 は 、 1 人 当たり の 料金 で す 。 同 行き され る 旅行 添乗 貞 、 学 校 の 先生 の 料金 は か か り ま せん 。 


念 三条 通 蹴 上 より 五条 通 に 通じ る 東山 ドラ イブ ウェ イ の 頂上 か ら 将 軍 塚 へ 至る 。 
信 大 型 バ ス は 青龍 殿 福徳 門 内 に て 下車 後 、 市 営 無料 駐車 場 に 駐車 。 

人 京都 駅 よ た り タ クシ ー 約 20 分 青 蓮 院 より タク シー 約 10 分 。 

介 タ クシ ー、 普 通 自動 車 は 、 青 龍 典 福徳 門 内 に 駐車 可 。 


循 理 バ パス ・ ビ ピス トン バス (将軍 塚 青龍 典 め 三楽 京阪 ) 


料 金 大 人 230 円 小児 120 円 均一 
運行 日 土 休日 運行 NN 旨 Ni Mi ー ズ ン ・ コ ゴー ルデン ウィ ー ク な ど に も 臨時 運行 ) 
運行 経路 図 | 5 


紳一 | ピス トン バス |" 、 主 
寺原 通 
ke 


要 - ざ Ji 
OpenSreeiMap 者. 拓 style by humaml 


ビス トン バス 
85」 将軍 塚 青 租 販 っ 三条 京阪 
15:25 | 17:00 YE 
15:27 | 17:02 
:42 | 15:92 | 17:07 
18:45 | 15:35 | 17:07 
13:47 | 15:37 | 17:09 
四条 河原 町 | 9:29 13:49 | 15:39 | 17:11 
四条 京阪 | 9:31 13:51 | 15:41 | 一 
計 廊 9:35 | 11:25 1965 」 15:45 | = 


河原 町 三条 | 9:27 


(Cc1 の りお | 発 | 9:40 | 11:30 | 14:00 | 15:50 | - 
神 宮 道 9:45 | 11:35 | 14:05 | 15:55 3 
蹴 B 思 9:47 | 11:37 | 14:07 | 15:57 = :40 | ト 5_ 
将軍 塚 青 龍 典 | 9:56 | 11:46 | 14:16 | 16:06| - 詳し く は 京阪 バス ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


回 あ 箱 訪 ip 周 ます お 電話 で ご 確認 後 FAX に て ご 予約 くだ さい 。 あ る い は 旅行 会 社 を 通じ て ご 連絡 お 願い し ます 。 
ーーーーーーーー その 他 ご 不明 な 点 等 ご ざい まし た ら 、 お 気軽 に ご 連絡 くだ さい 一 ーーーーーー 


料 塚 斉 龍 茂 鼓 075-771-0390 


〒607-8456 京都 市 山科 区 山科 厨子 奥 花鳥 町 28 


ホー ムペ ー ジ http://Wwww.shogunzuka.Com/ メー ル ア ド レス awata@shorenin.com 
http://www.shorenin.Com/ 


